
と。

別
で
あ
る
が
、
山
間
利
H
N
の
時
に
今
村
伊
右
御
門
が

川
市
役
で
あ
っ
た
。
沈
永
年
間
か
ら
姓
名
も
事
く
仰
へ

ら
れ
、
位
、文
中
か
ら
は
切
米
四
十
山
間
や
一賜
は
っ
た
。

ザ
ン
ヨ
ウ
モ
ノ

算
用
者

J
デ
ゾ
チ
ワ

リ

岡

地
訓
。サ
ン
ヨ
ウ
モ
ノ
コ
ガ
シ
ラ

算
用
者
小
頭

延

岱

六
年
十
月
朔
日
寺
附
奥
兵
衛
・刷州限
四
郎
左
術
門
・生

白
血
(
問
兵
衛
・
制
山
吉
兵
衛
四
人
に

在
来
の
知
行
の

ま
也
、
御
お
山
山
科
小
一間
企
命
ぜ
ら
れ
た
そ
初
と
す
る
。

そ
の
巾
制
山
の
弘
は
切
米
三
十
石
で
あ
っ
た
か
ら
、

八
年
回
附
し
て
八
十
羽
と
せ
ら
れ
た
。
こ
の
後
切
米
の

飴
を
任
ず
れ
ば
必
ず
こ
の
例
に
繰
っ
た
の
で
あ
る

が
、
迭
に
は
一
般
に
役
知
寸
前
八
十
石
を
賜
は
る
こ
と

に
な
っ
た
。
人
は
不
定
で
閥
抗
人
文
は
六
人
で
あ
っ

た。
ザ
ン
ヨ
ウ
モ
ノ
ゴ
ガ
シ
ラ
ナ

Z

算
用
者
小
碩
並

正
徳
三
年
凶
月
年
制
米
附
執
録
制
州
隙
活
助
に
新
知
七

十
行
キ
丸
一
へ
て
御
n
M
用
者
小
刻
凱
に
任
ぜ
ら
れ
た
を

初
と
し
、
後
に
は
御
家
老
栄
町

・
御
用
所
酎
曹
の
執
絞

も
勤
功
を

U
て
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
役
知

は
な
〈
、
闘
の
切
米
両
に
限
じ
て
都
知
世
間
胸
は
り
、

こ
の
加
に
列
し
た
。

サ
ン
ヨ
ウ
モ
ノ
ナ
Z

算
用
者
並
御
釘
問
者
孤

は
天
明
抗
年
九
月
栴
回
直
次
郎
が
召
抱
へ
ら
れ
、
切

米
三
十
山
山
寸
胃
腸
ば
っ
た
の
が
初
の
や
う
で
あ
る
。

る
断
。
家
老
と
若
年
計
と
は
、
人
持
組
叩
-q
ち
か
ら

探
ば
れ
る
。
之
を
併
せ
て
三
老
隠
と
い
ふ
こ
と
も
あ

っ
た
。

裂
を
腿
し
、
そ
の
取
引
刊
を
作
川
市
山
日
と
民
政
絞
と
に
分

制
し
た
。

つ
一
〉
大
規
寺
滞
!
大
山
明
寺
滞
の
御
釘
用
訟
は
出
納
及

び
俸
抗
仰
を
司
る
院
で
、
御
釘
用
提
唱
中
行

・
勘
定
役
が

側
役
と
な
り
、
釘
勘
に
泊
じ
た
元
締
役
、
制
限
な
る

御
回
附
が
之
に
邸
す
る
。
そ
の
他
金
銀
小
郷
役

・
御

貨
物
奉
行
三
十
人
税
務
行
・銭
手
形
器
行
・松
界
中
行
・

大
入
土

-M器
行
・
表
土
磁
器
行
・
氷
町
御
政
務
行
・
永

川
給
知
器
行
専
が
Jrι

に
m
幽
し
た
。

サ
ン
ヨ
ウ
バ
プ
ギ
ヨ
ウ

算
用
場
奉
行

加
賀
滞

の
御
釘
用
お
奉
行
の
初
め
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一見

和
中
か
ら
三
崎
芯
附
良
好
・
mw却
左
近
在

-Mが
勤
め
、

加
仲
間
勘
兵
衛
市
一
次
も
一
花
和
二
年
の
頃
之
を
勤
め
た
。

究
永一
十
ア
九
年
拠
村
伽
左
衛
門
口
民
元

・
脇
同
九
兵
衛
直

氏
・背
木
助
~耕
、十
八
年
前
旧
光
一
品
入
凶
の
時
に
は
拠

村
山
側
左
衛
門
・附
h

川
市
郎
兵
術
・小
田
叩
際
右
衛
門
が
勤

め
た
o
m削
後
段
刷
出
は
あ
る
が
、
元
総
九
年
八
月
菊
池

十
六
郎
武
股
野
村
五
郎
兵
術
永
環
不
拠
年
左
衛
門

方
好
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
後
代
の
制
と
な
り
、

一人

は
人
持
、
二
人
は
御
山
内
廻
聞
か
ら
任
ぜ
ら
れ
る
や
迎

則
と
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
但

L
人
持
二
人
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
御
山均f埠
附
に
代
へ
る
に
定
肴
阿
父

は
組
印
刷
蹴
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

ザ
ン
ヨ
ウ
バ
ヨ
コ
メ

算
用
場
横
目

御
お
用
揚

杭
目
の
初
は
明
ら
か
で
な
い
。
立
文
四
年
佐
額
九
右

術
門
、
八
年
小
林
三
郎
右
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
閣は永

七
年
不
磁
の
御
先
後
、多
胡
制
叫
抗
左
術
門
之
に
代
旬
、

U
T
保
三
年
御
大
小
将
柿
闘
に
締
役
。
次
い
て
同
抗
年

伊
東
半
右
衛
門
の
発
役
後
、
多
胡
刷
出
一
1
左
街
門
は
御

大
小
持
続
日
で
之
を
粂
役
し
た
。
後
九
年
上
且
忠
太

夫
が
命
ぜ
ら
れ
.
前
後
治
に
一
人
役
で
あ
っ
た
。

サ
ン
ヨ
ウ
モ
ノ

算
用
者

御
釘
用
者
は
御
邸
用

揚
に
図
し
て
前
釘
を
与
る
ヰ
円
で
あ
る
。
そ
の
初
は
不

サ
ン
マ
イ
パ
シ
三
枚
橋
江
泊
郡
大
明
寺
な
る

後
間
と
三
枚
府
町
と
の
開
制
坪
川
に
架
け
ら
れ
て
、

江
沼
志
稿
に
は
長
二
関
許
・幅
六
尺
と
あ
る
。
こ
の

地
税
々
土
中
よ
り
人
骨
世
出
し
た
か
ら
、
三
枚
締
は

三
味
帥
仙
の
枇
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

ザ
ン

Z
ヨ
ウ

羽
咋
郡
熊
野
方
郷
に
回
す

る
郎
軒
。

γ 

明

サ
ン
モ
ン
バ
シ
三
女
橋
金
将
石
川
州
新
町
の
辺

川
の
米
で
、
世
主
制
仲
村
用
水
尻
の
江
川
に
錠
け
た
小
さ

な
板
前
を
呼
ん
だ
。
笛
併
に
い
ふ
。
昔
此
の
附
近
が

川
地
と
な
っ
た
頃
、
戸
別
に
三
文
犯
の
山
口
用
や
-加
さ

せ
た
に
よ
っ
て
内
そ
得
た
と
。
此
の
地
が
相
約
前
地

と
な
っ
て
、
家
践
を
和
田
て
た
の
は
、
見
文
以
前
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
織
を
架
け
た
の
も
前
川
利
院
の
慌

の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ア
ン
パ
シ
思
案
橋

金
待
問
紫
犯
に、
『
し
あ

ん
続
、
本
多
家
申
』
と
巴
一
あ
っ
て
、
れ
月
用
水
に
則
前け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
=
一州
自
跡
芯
に
、
本
多
氏
山

一
冗
組
安
房
守
政
一
政
の
金
滞
へ
来
た
附
刷
、
手
間
の
V
川と

椴
し
、
男
謹
の
き
ほ
ひ
背
中
」
多
〈
召
仕
っ
た
が
、
彼

等
は
毎
日
此
の
慌
に
出
て
、
今
日
は
凶
へ
行
か
う
か

架
へ
往
か
う
か
と
思
案
し
た
故
に
柿
名
に
呼
ぶ

こ
と

に
な
っ
た
と
あ
る
。
叉
血
地
担
に
、
世
此
の
附

ιが

石
浦
野
と
い
」
荒
地
で
、
川
拙
魁
安
際
凶
郎
・

際山川
小

太
郎
・
問
伊
一叙
な
ど
い
ふ
も
の
が
治
伏
し
て
居
り
、

天
正
八
年
柴

m勝
家
の
鎚
に
前
亡
ぼ
さ
れ
た
。
川
一の

頃
し
あ
ん
某
と
い
ふ
者
の
こ
L

に
居
住
し
て
ゐ
た
か

b
橋
名
に
辿
っ
た
と
も
あ
る
。
諸
説
何
れ
も
信
用
し

舵
い
。シ

イ

四

位

拠
品
川
多
艇
の
古
い
百
姓
の
お
。

能
mw
誌
に
、
『
多
杭
村
に
四
位
と
て
、
石
動
山
の
比
古

剣
山
陣
閣
以
来
の
者
に
て
、
往
古
は
鎚
取
也
O
』
と
問
え

る
。
一
宮
の
隣
門
出
揃
村
に
も
四
依
と
い
ふ
百
姓
が
あ

っ
た
。シ

イ

四

位

臥
東
部
本
郷
に
幽
す
る
部
古
川
o
w
H

永
六
年
八
月
の
本
郷
純
一
一
十
つ
村
中
に
椛
村
と
あ

る
か
ら
、
怖
が
四
位
に
問
じ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
イ
イ
シ
四
位
右

鳳
芸
部
四
位
に
産
す
る
石

材
。
安
山
岩
質
凝
灰
岩
で
、
灰
白
色
石
基
中
に、

大

サ
ン
ヨ
ウ
サ
イ
ザ
ツ
キ
三
義
清
雑
記

一
加
。

持
地
唄
幹
の
三
溢
知
杷
(
正
徳
三
年
〉
を
初
め
、
新
井

白
石
・
大
地
日
富
田
すの
踏
を
紘
せ
た
も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
三
用
集

配

徳

抗

年

三

ケ

屋
板
の
六
用
銀
以
前
に
阿
部
林
か
ら
緩
行
し
た
'も
の

で
、
多
年
賀
町
H
が
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、

今
明
ら
か
で
な
い
。
一
一
一
周
集
は
六
用
銀
の
も
っ
と
係

引
の
少
い
も
の
で
あ
ら
う
。

サ
ン
ヨ
ウ
パ
算
用
場

ハ

一〉
加
到掛川

l
加
賀拙仙

の
御
お
用
揚
は
曾
討
を
司
る
厨
で
、
御
門
叫
用
拐
事
行

が
統
制
し
た
。
そ
の
役
所
は
、
高
治
二
年
ま
で
新
蛍

形
の
地
に
あ
っ
た
が
、
や
が
て
金
谷
内
外
蛍
形
の
地

に
聴
じ
た
。
即
ち
後
に
堂
形
御
蔵
の
あ
っ
た
所
で
あ

る
。
次
い
で
立
文
十
二
年
西
町
ロ
門
外
に
将
帥
押
し

た
。
御
訴
周
場
内
に
は
御
預
地
方
御
用
・改
作
務
行
・

定
防
相
地
翠
行
・御
榔
奉
行
そ
の
他
誌
醸
の
役
所
が
併

也
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
明
治
二
年
三
且
品
川
六
日
御
釘
用

サ
ン
ラ
ク
エ
ン
三
禦

宴

一

加
。
大
沼
寺
の
俳

人
需
約
制
八
水
組
。
寛
政
四
年
中
夏
京
菊
屋
太
兵
衛

板
。
間
二
年
入
水
が
巡
回
旧
の
門
M
v
t
に
、
結
凶
か
ら
お

せ
た
釧
句
及
び
詩
歌
を
鎮
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
は

抱
政
二
町
民
民
の
春
陽
星
日
組
人
(
八
水
男
〉
、
海
部
問

主
人
及
び
制
民
抑
制
二
綜
。

ザ
ン
ロ
ウ
シ
ン
三
老
臣

滞
の
老
臣
に
年
寄
・家

老
・
若
年
野
が
あ
る
。
年
寄
は
門
閥
八
家
の
判
棚
田
す

サ
ン
ー
ー
シ
イ

三
五
七


